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本論文は、中国唐代を代表する詩人、白居易の詩について、その根幹をなす
と論者が考える「閑適」詩の文学的表現を中心に考察したものである。 
白居易の詩は、平安朝以来、日本でもよく読まれてきたこともあって、その
研究は多方面にわたって数多くの実績が積み重ねられてきている。その中にお
いても、本論文のごとく、全作品中に見える「閑適の詩想」について、これを
さまざまな角度から系統的に検証し、白居易の詩歌と人生の中核に位置するも
のだとする見解を立証せんとした大部の専論は、日本・中国ともに、これまで
に例をみない。 
すでに白居易の友人であった元稹の編纂になる『白氏長慶集』（『白氏文集』）
には、「諷諭」「感傷」などと並んで、「閑適」という部立てが行われており、白
居易の詩における「閑適」詩の存在意義については、詩人のみならず、同時代
の他者にも一定の認識があったようである。しかし、その当該巻には古体詩が
収録されるだけで、近体詩の作品は含まれておらず、その故にであろうか、従
来、白詩の「閑適」詩に言及する論考があっても、その大半はそれらの古体詩
の範囲だけの議論に終始していた憾みがあった。ところが、論者はこれを狭義
の「閑適」詩とみなし、白居易の全詩の詩題や詩句に見られる「閑適」の気分
を詠う詩語や詩句を積極的に取り上げ、それに基づいて、広義の「閑適」詩の
概念を提示して自説を展開する。 
論者によれば、白居易の詩における多数の「閑適」用例を帰納すると、白詩
のそれは二字で一つの概念を表す連文ではなく、微妙に意味を異にする二字
「閑」と「適」とを組み合わせた熟語であり、前者は「公務から解放された完
全に自由な時空」、「後者は心身ともに拘束感や違和感の全くない境地」である
とする。そのことから、「閑」と「適」は、それぞれが別の語と組み合わされ、
たとえば前者であれば、「静・優・散・退・楽・空・雅・貧」等々、後者であれ
ば、「歓・宣・快・順」等々と結びついて用いられ、しかも両者にはほとんど重
なる語彙がないと指摘する。従来、漠然と考えられてきた白詩における「閑適」
の概念を、これほど具体的に指摘して議論を始めたものはない。 
このように「閑適」の概念規定を明確にした上で、「本論Ⅰ」には「身体と姿
勢」、「本論Ⅱ」には「衰老と疾病」、「本論Ⅲ」には「住居と家族」が取り上げ
られ、より具体的なテーマに即しての考察が展開される。すなわち、本論Ⅰで
は、白詩に表れた身体表現や姿勢描写について論じ、本論Ⅱでは、白髪表現や
睡眠、疾病、眼疾などについて考察し、本論Ⅲでは、居住空間としての家屋、
庭園、植生、墓地にまで及ぶ。そのすべての各論の底流には、こうした「閑適」
への独自の視点が一貫して保持されており、それによって論者ならではの指摘
が随所に伺われることとなる。 
たとえば、よく知られる「遺愛寺鐘欹枕聴」の「欹枕」の訓読は従来から伝
統的に行われてきた「枕を欹て」ではなく、「枕に欹て」であるべきだとする新
しい見解や白居易は衰老の印としての「白髪」に長命としての肯定的な価値を
見いだしたとするような指摘を導き出すことになる。また眼疾についての表現
や居住場所の描写から、その文学的資質にまで言及する部分は、これまでの研
究にはない考察である。 
すなわち、本論文ほど徹底して白居易の詩の世界を「閑適」という視点から
多角的に論じ、それが白居易の詩と人生の本質に深く関わることを論証した著
作は少なく、従来の研究とは異なった論者独自の白居易像を提示して、厚みの
ある唐詩の研究史上においても一つの確固たる足跡を記すものと考えられる。 
ただ白居易詩についての独自の意見を展開するのに専心するあまり、他の詩
人との比較検討の部分が少なく、あるいは他の詩人についても同様の指摘が可
能ではないかと思わせるものがないでもない点、また、他者の見解との無用の
衝突を回避せんとする配慮が働いたものか、先行諸説への直接の言及や批判が
相対的に少なく、それらは、眼光紙背に徹すると十分に本文の中に生かされて
論が組み立てられているのがわかり、また注の中で言及されることはあるもの
の、読者には先行研究との違いがすぐには読みとれず、従ってせっかくの論者
の立論の独自性を理解させるにはいささか不親切ではないかと感じさせる点な
どはやや遺憾である。さらに、文章の一部に生硬さ、難渋さの残るところがあ
り、論者の意図の十分に伝わらない部分があるのも惜しまれる。 
しかし、それらはいずれもわずかな瑕疵にすぎず、「閑適」をキーワードとし
て、詩中の身体やその動作、疾病、睡眠、あるいは詩人を取り巻く居住空間、
生活環境にかかわる表現にまで及んで、白居易文学の神髄に迫らんと、長年に
わたり、継続的に取り組んできた成果である本論文は、その問題意識において
も、資料性においても、構成や立論においても、多くの専門家をして十分に納
得せしめるものであり、本学文学研究科において博士学位（文学）を授与する
にふさわしいものと認められる。 
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